
2007 年度 

 

科目名 
 

日本語表現 

対象学科・学年 
  教育教福2回生  
   
   
  
  

担当者 
 
大槻 美智子 

授業テーマ 
      「表現する」ことの苦しさ・楽しさ・コツを知る 
授業の概要と目標 
 ・〈文章を書く〉断片をよく見る→メモする→構想を練る→表現する 
・〈人から話を聞き出す〉 
・〈論理的に書く〉〈大勢の前で論理的に話す〉 

これらのコツをいくつかの課題を通して身につける。 
評価方法 
     課題に取り組む姿勢、提出物・発表等で総合的に判断する。 

テキスト 
    特になし。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
   適宜紹介する。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 
 
 １回  オリエンテーション 自己紹介 
 ２回  インタビューをして相手を知る（方法等の説明） 
３回  インタビューしたことをまとめて、他己紹介をする①発表 
４回         〃               ②発表 
５回  ２～４回のまとめ（ふりかえり）  
６回  新聞の「ひと」欄を読んで、記事書き方の特徴を検討する（ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動）。 
７回  新聞記事にするつもりで『私の履歴書』を読む 
８回  記事を作る 
９回  記事を発表する 
10回  相互に批評する 
11回  ６～10回のまとめ（ふりかえり）／次の課題提示 
12回  書くことがない!?―コップに入った水を描写する 
13回  作品を発表する 
14回  相互に批評する 
15回  12～14回のまとめ（ふりかえり）／次の課題提示 
16回  写真を描写する→そこに見えてくるものを書き留める 
17回  作品を発表する 
18回  相互に評価する／次の課題提示 
19回  論理的な文章を読む① 要旨をまとめる、構成を考える（ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動）。 
20回      〃    ②      〃 
21回  論理的に文章を組み立てる練習①  
22回      〃         ② 
23回  プレゼンテーション・練習① 全体のオリエンテーション 
24回      〃       ② 調査した内容をどう組立て表現するかを考える（ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動）。 
25回      〃       ③  
26回      〃       ④ 
27回  プレゼンテーション・発表① 
28回      〃       ② 
29回      〃       ③ 
30回 まとめ（一年間を振り返って） 
 

 


